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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

※フォローアップの必要のある指標について記入

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
計測時期

指標３
健康・福祉サービスに
関する満足度

％ 20.3

指　標 従前値

指標２ 中央公園の利用者数 人/年 50,500 34,935
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

鳥インフルエンザや口蹄疫、新燃岳
噴火などの外的要因の影響による
利用者数の減少や、プロ野球球団
キャンプの未実施などにより、公園
利用者数が伸び悩んだ。

43.7

事後評価

36,929

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

老朽化した施設も含め、複数の施設
で実施していた健診や検診が、健康
福祉センターの整備により、一箇所
でサービスを受けることが可能にな
り、満足度の増加に繋がったと考え
る。

総合所見

通学路や交通量の多い道路を中心
に10路線もの道路において、目に見
えて道路改良や歩道改修が実施さ
れたことが分かり、予想以上に不満
足度が減少する成果が得られた。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

H　　年　月

H25年7月

指　標 従前値 目標値

指標１ 道路整備の不満足度 ％ 26.5

55,000

25.0

1年以内の
達成見込み

△

8.3

見込み・確定
の別

21.0 ○

○

事後評価

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

※全ての指標について記入

4.04

健康福祉拠点において、ストレッチ
教室や健康相談等を実施しているこ
とから、利用者の健康に対する意識
向上が図られ、高い満足度を得られ
た。

H　　年　月

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

4.47 H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標２

地域活性化拠点強化
に対する満足度

ポイント －

その他の
数値指標４

中央公園の野球関連
利用者数

人/年 9,421

その他の
数値指標３

－

中央公園内の施設が充実し、質が
高まったことで、高い満足度を得ら
れた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

野球関連施設が充実したことによ
り、野球に関連した利用者数は増加
傾向にあり、一定の成果が得られ
た。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

通学路や交通量の多い道路につい
て、短期間での整備により交通環境
が改善されたことで、高い満足度を
得られた。

点での達成
度

総合所見
よる確定値

計測時期

見込み・確定の別

その他の
数値指標１

安心・安全のための
環境整備に対する満
足度

ポイント －

指　標 従前値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

健康福祉拠点に対す
る満足度

11,829

ポイント

目標値
1年以内の
達成見込み

4.2



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

社会基盤の適正な維持管理

公共施設の利用者ニーズに対応したソフト施策の展開

中央公園利用者を増加させるソフト施策の展開

・健康づくり、生きがいづくりの活動を通じて、地域
交流の場となっている。

・高校生のサマーキャンプを定着させることができ
ており、今後の更なる展開が期待される。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

・中央公園の利用者数を増加させるとともに、周辺への経済効
果も考慮して、アマチュア団体の合宿誘致を行った。

実施した結果

・適正な維持管理により、安全な交通環境を確保す
ることができた。
・道路管理者だけでなく、利用者である住民も道路
環境に対する意識の醸成が図られた。

・安全で快適な交通環境を確保するため、定期的な道路パト
ロールを実施した。
・整備された道路が、良好な状態を維持できるように、住民との
協働による道路美化活動を行った。

実施した具体的な内容

・ストレッチ教室や各種健診・検診を引き続き実施するとともに、
対象となる市民に栄養・保健指導を行った。また、出前ひろばを
開催し、子育て支援を行った。

大きな大会の誘致や、利用促進のためのソフト施策の展開などに
より、利用者数を増加させることも必要であるが、野球関連施設に
限らず、平日も含めて各種施設を長期間利用してもらうアマチュア
団体の合宿誘致に取り組む必要がある。

今後の課題　その他特記事項

今回整備した路線も含めて、地区全体の交通環境が悪くならない
ようにするために、定期的なパトロールと、適宜改良・維持工事や
美化活動などの維持管理を行う必要がある。

現在実施している取組を継続するとともに、センター内の施設を
更に活用し、稼働率を上げる取組を検討する必要がある。

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

具体的内容 実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項




